
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

令
和
５
年
第
１
回

　

定
例
会
日
誌

【
２
月
】

17
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

採
決
、
議
員
提
出
議
案
の

撤
回
、
陳
情
の
採
決
）

20
日　

�

本
会
議
（
令
和
５
年
度
施

政
方
針
、
議
案
の
審
議
・

採
決
）

21
日　

�

本
会
議
（
令
和
５
年
度
施

政
方
針
の
質
疑
）

22
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
）

27
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

28
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

【
３
月
】

１
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

２
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

案
の
審
議
・
委
員
会
付

託
・
採
決
、
陳
情
の
委
員

会
付
託
）

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

厚
生
文
教
委
員
会

７
日　

建
設
環
境
委
員
会

８
日　

総
務
企
画
委
員
会

９
日　

予
算
特
別
委
員
会

10
日　

予
算
特
別
委
員
会

13
日　

予
算
特
別
委
員
会

14
日　

予
算
特
別
委
員
会

15
日　

予
算
特
別
委
員
会

16
日　

予
算
特
別
委
員
会

17
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調

査
特
別
委
員
会

20
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

22
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

23
日　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

24
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
陳
情
の
撤
回
、

会
期
の
延
長
）

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

28
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

採
決
、
委
員
会
付
託
案
件

の
採
決
、
議
員
提
出
議
案

の
審
議
・
採
決
、
陳
情
の

委
員
会
付
託
）

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
（
鈴
木
成
夫
議
長
）
は
、
２
月
17
日
に
開
会
し
、
４
日
間
の
会
期

延
長
を
経
て
、
３
月
28
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

第
１
回
定
例
会
の
概
要

消
防
団
が
災
害
活
動
ま
た
は
訓
練
に
出
動
し
た
際
、
当
該
各
分
団
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
、

市
が
手
当
て
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
3
月
22
日
の
総
務
企
画
委
員
会
に
お
い
て
、
匿
名
者
か
ら

の
通
報
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
が
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
不
正
請
求
が
判
明
し
た
旨
の
行
政

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
3
月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
議
会
か
ら
市
に
対
し
、
本
件
の
全
容
解
明

を
行
う
よ
う
求
め
て
提
出
し
た
も
の
で
す
。（
3
面
に
審
議
結
果
を
掲
載
）

消
防
団
第
一
分
団
に
お
け
る
出
動
手
当
不
正
請
求
に
つ
い
て

全
容
解
明
を
求
め
る
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決

一般会計 予算額486億4,500万円 ※金額は、千円の位を
四捨五入しています。

市税
225億7,792万円 46.4%

国庫支出金  98億6,358万円 　20.3 %

その他
51億 9,170万円 10.7%

地方消費税交付金
25億1,600万円　  5.2%
市債
8億5,510万円　  1.7%

都支出金
76億4,070万円　15.7%

歳入その他
　3億8,981万円　  0.8%
議会費
　3億7,189万円　  0.7%
消防費
15億 8,965万円　  3.3%
公債費
21億3,672万円　  4.4%
教育費
39億8,784万円　  8.2%

民生費　255億1,941万円　52.5%
衛生費 61億2,174万 円　12.6%

歳出

総務費　　 45億1,965万円　  9.3%
土木費　　 40億　829万円　  8.2%

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
が
前

年
度
比
約
４
・
２
％
の
増
加
と
な
る
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
486
億
４
千
500
万
円
で
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

２
月
22
日
の
本
会
議
に
お
い
て
議
長
を
除
く

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
水
谷

た
か
こ
委
員
長
）
に
付
託
し
、
３
月
９
日
、
10

日
、
13
日
、
14
日
、
15
日
、
23
日
及
び
24
日
の

７
日
間
、
約
47
時
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

３
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、
組
替
え
動
議
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
否
決
し
た
後
、

原
案
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
主
な
内
容
は
２
面
に
掲
載
）

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

を
可
決

消防団第一分団における出動手当不正請求について全容解明を求める決議を可決
市立保育園の在り方検討委員会設置条例を否決

一
般
会
計
当
初
予
算
を
可
決

10
月
か
ら
の
中
学
生
と
高
校
生
等
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の

�

所
得
制
限
撤
廃
に
つ
い
て
改
正
条
例
を
可
決小金井市議会による出前授業（中央大学附属高等学校の特別授業の一環）

会派の異動・結成が
� ありました
次のとおり変更となりまし
た。
（旧）自民党・信頼の小金井
◎五十嵐　京子
〇清水　がく
　吹春　やすたか
河野　麻美
遠藤　百合子
　　　↓
3月31日付け
（新）自民党・信頼の小金井
◎五十嵐　京子
〇吹春　やすたか
　河野　麻美
　遠藤　百合子
4月1日付け
（新）街の仲間たち
◎清水　がく

議員が辞職しました
湯沢綾子議員が２月16日付
けで辞職しました。

◎幹事長　〇副幹事長

本
条
例
は
、
市
立
保
育
園
の
役
割
及
び
在
り
方
に
つ
い
て
、
専
門
的
か
つ
幅
広
い
視
点
か
ら

調
査
審
議
す
る
た
め
の
機
関
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

３
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、
否
決
し
ま
し
た
。

市
立
保
育
園
の
在
り
方
検
討
委
員
会
設
置
条
例
を
否
決

本
条
例
は
、
今
年
10
月
か
ら
、
義
務
教
育
就
学
児
及
び
高
校
生
等
に
対
す
る
医
療
費
助
成
に

係
る
す
べ
て
の
保
護
者
等
の
所
得
制
限
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

３
月
24
日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

義
務
教
育
就
学
児
及
び
高
校
生
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決

令和 5年
第 1回定例会
第282号
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5月24日発行市議会だより
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各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

（
概
要
は
１
面
に
掲
載
）

審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
高
齢

者
の
積
極
的
な
社
会
参
加
及
び
地
域

交
流
を
促
す
た
め
の
高
齢
者
補
聴
器

購
入
費
助
成
事
業
に
要
す
る
経
費

（
97
万
６
千
円
）、持
続
可
能
な
公
共

交
通
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
公
共

交
通
施
策
に
要
す
る
経
費
（
９
千
517

万
５
千
円
）、
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ

ー
ソ
ン
活
動
報
告
会
、
全
国
自
治
体

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
３
小
金
井
等

を
開
催
す
る
子
ど
も
の
権
利
推
進
に

要
す
る
経
費
（
２
千
35
万
３
千
円
）、

小
学
校
の
増
改
築
及
び
ト
イ
レ
改
修

な
ど
快
適
で
十
分
な
安
全
性
及
び
衛

生
的
な
環
境
を
備
え
る
た
め
の
学
校

施
設
整
備
に
要
す
る
経
費（
２
億
８

千
329
万
７
千
円
）
な
ど
で
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

市
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
予
算

や
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
意
思
が

あ
る
こ
と
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
金
積
み
増
し
や
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
に
必
要
な
予
算
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
点
を
評
価
す
る
。

多
く
の
課
題
を
抱
え
る
市
政
の
施

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

こ
れ
ま
で
小
金
井
市
の
怠
慢
と
認

識
の
希
薄
さ
に
よ
り
、
公
立
保
育
園

の
役
割
の
定
義
を
明
確
化
し
て
こ
な

か
っ
た
。
今
回
是
正
す
る
こ
と
は
意

義
が
あ
る
。
保
育
を
め
ぐ
る
環
境
は

急
激
に
変
化
し
て
お
り
、
セ
ー
フ
ィ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
役
割
が
高
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
条
例
が
否
決
さ
れ
て

も
、
在
り
方
の
検
討
を
追
求
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

令
和
４
年
９
月
１
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
議
長
を
除
い
た
全
議
員
で

構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
吹
春

や
す
た
か
委
員
長
）
に
付
託
し
ま
し

反
対
討
論
（
要
旨
）

片
山
か
お
る
（
子
ど
も
の
権
利
）

白
井
市
長
は
専
決
処
分
の
違
法
性

は
治
癒
さ
れ
た
と
主
張
。
廃
園
方
針

に
基
づ
く
予
算
で
市
長
の
公
約
に
反

す
る
。
障
害
者
手
当
過
支
給
へ
の
不

手
際
や
教
育
メ
タ
バ
ー
ス
の
情
報
が

公
開
さ
れ
な
い
な
ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
欠
如
、
保
育
園
補
助
金
不
正

受
給
へ
の
甘
い
対
応
、
市
庁
舎
建
設

の
早
期
竣
工
に
向
け
た
設
計
見
直
し

が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

第
１
に
市
民
生
活
支
援
が
不
十
分

で
あ
り
、
黒
字
分
を
活
用
し
更
に
支

援
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
第

２
に
保
育
園
廃
園
な
ど
の
市
長
の
政

治
姿
勢
に
問
題
が
あ
る
こ
と
。
第
３

に
民
設
民
営
学
童
な
ど
政
策
形
成
が

不
十
分
な
ま
ま
の
予
算
提
案
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。
第
４
に
消
防
団
の
不

正
な
ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
問
題

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

岸
田
正
義
（
み
ら
い
）

要
望
し
た
施
策
が
多
く
予
算
化
さ

れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
新
庁
舎

等
建
設
を
進
め
る
予
算
が
な
い
こ
と

は
遺
憾
。
予
算
審
議
で
判
明
し
た
建

設
物
価
高
騰
の
影
響
は
同
じ
設
計
で

も
令
和
３
年
11
月
の
工
事
費
90
億
円

に
比
べ
、
今
年
１
月
で
99
億
円
、
来

年
４
月
で
は
102
億
円
～
110
億
円
と
推

計
さ
れ
影
響
を
最
小
限
に
留
め
る
た

め
に
も
早
期
の
着
工
を
強
く
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下
誠
（
公
明
党
）

相
談
支
援
と
経
済
的
支
援
を
一
体

と
し
て
実
施
す
る
伴
走
型
の
出
産
子

育
て
応
援
事
業
や
、
出
産
育
児
一
時

金
50
万
円
の
ほ
か
、
高
校
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
助
成
が
４
月
か
ら
始
ま

り
10
月
か
ら
は
所
得
制
限
が
撤
廃
さ

れ
る
こ
と
、
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
率
が
74
％
へ
向
上
す
る
こ
と

等
、
会
派
と
し
て
提
案
・
推
進
し
て

き
た
政
策
が
実
現
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

新
た
に
若
者
討
議
会
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
を
評
価
す
る
。
若
者
を
所
管

す
る
課
を
作
る
こ
と
及
び
学
校
で
の

主
権
者
教
育
の
推
進
を
求
め
る
。
全

国
自
治
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
子
ど
も

の
権
利
条
例
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
市
民
参
加
で
進
め
る
こ

と
を
要
望
す
る
。
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
の
地
下
水
汚
染
を
調
査
し
、
市
と

し
て
対
応
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

新
庁
舎
建
設
は
現
設
計
で
早
期
に

建
設
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。
建

設
に
向
け
た
予
算
が
入
っ
て
お
ら
ず

遺
憾
で
あ
る
。
５
月
に
は
、
建
設
を

前
に
進
め
る
た
め
の
説
明
を
求
め
る
。

「
民
設
民
営
学
童
」
な
ど
予
算
の
提

案
を
す
る
に
は
、
政
策
の
熟
度
が
低

い
も
の
が
あ
っ
た
。
白
井
市
長
が
十

分
な
説
明
を
果
た
せ
る
よ
う
熟
度
を

高
め
て
か
ら
の
提
案
を
求
め
る
。

（
概
要
は
１
面
に
掲
載
）

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

市
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
具
体
化

の
議
論
は
否
定
し
な
い
が
、
そ
の
議

論
が
、
現
行
の
条
例
や
新
た
な
保
育

業
務
の
総
合
的
見
直
し
方
針
を
後
戻

り
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
諮
問
内
容
や
協
議
範
囲
が
不
透

明
、
実
質
６
か
月
の
超
短
期
協
議
の

理
由
が
不
明
確
、
現
場
保
育
業
務
へ

の
影
響
が
未
整
理
で
は
、
そ
の
懸
念

を
拭
え
ず
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

高
木
章
成
（
子
ど
も
の
権
利
）

西
岡
前
市
長
の
下
「
新
た
な
保
育

業
務
の
総
合
的
な
見
直
し
方
針
」
が

明
ら
か
に
な
り
市
の
保
育
行
政
は
混

乱
を
極
め
て
き
た
。
混
乱
収
拾
へ
専

門
家
の
意
見
聴
取
や
保
護
者
・
公
募

を
含
め
た
場
を
持
つ
の
は
有
益
だ
が

廃
園
方
針
を
公
約
ど
お
り
撤
回
す
べ

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
小
金
井
市
全

体
の
保
育
施
設
を
対
象
と
し
た
保
育

の
質
の
向
上
の
た
め
「
す
こ
や
か
保

育
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
込
め
ら
れ
た
「
全

て
の
子
供
が
等
し
く
健
や
か
に
育
つ

保
育
環
境
の
実
現
」
を
目
指
し
、
市

立
保
育
園
と
民
間
保
育
園
が
協
力
し

て
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
欲
し
い
。

市
立
保
育
園
の
在
り
方
を
検
討
す
る

新
た
な
会
議
体
設
置
は
必
要
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
や
支
援
の
必

要
な
親
子
の
受
け
入
れ
等
、
市
立
保

育
園
に
は
重
要
な
役
割
が
あ
る
。
２

０
１
５
年
に
保
育
検
討
協
議
会
が
最

終
意
見
書
を
提
出
し
て
以
降
、
市
は

そ
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
し
て
こ
な

か
っ
た
。
今
こ
そ
、
有
識
者
や
関
係

者
の
み
な
ら
ず
市
民
を
巻
き
込
み
、

市
全
体
の
保
育
の
質
の
維
持
向
上
に

向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
の
権
利
）

本
決
算
は
全
て
西
岡
前
市
長
に
よ

り
執
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
反
対

の
理
由
①
市
立
保
育
園
３
園
の
廃
園

方
針
が
突
如
打
ち
出
さ
れ
、
違
法
性

が
強
く
疑
わ
れ
る
専
決
処
分
で
の
２

園
廃
園
に
つ
な
が
っ
た
。
②
庁
舎
等

建
設
を
め
ぐ
る
迷
走
が
顕
著
。
③
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
金
の
創
設
が
遅

れ
、
積
み
立
て
が
で
き
な
か
っ
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

河
野
麻
美
（
自
民
党
・
信
頼
）

性
の
多
様
性
に
関
す
る
社
会
の
理

解
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
に
お
い
て
、

新
た
な
規
制
を
設
け
る
と
予
期
せ
ず

加
害
者
と
な
る
人
を
作
る
可
能
性
や

か
え
っ
て
当
事
者
が
孤
立
す
る
結
果

を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
差
別
を
撤
廃

す
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
ま
ず
は
現

行
の
法
制
度
を
尊
重
し
つ
つ
、
網
羅

的
に
理
解
増
進
を
目
的
と
し
た
施
策

の
充
実
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�
斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

緊
急
事
態
条
項
そ
の
も
の
は
必
要

反
対
討
論
（
要
旨
）

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

国
は
自
治
体
や
住
民
の
不
安
の
声

か
ら
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
対
す
る
総
合
戦

略
検
討
専
門
家
会
議
」
を
設
置
し
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
要
監
視
項
目
に
規
定
し
た
。

都
は
全
浄
水
所
で
水
質
検
査
を
強
化

し
た
。
結
果
、
水
道
水
は
暫
定
値
を

大
き
く
下
回
り
、
水
道
局
は
検
査
結

果
を
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
て
い
る
。
意
見

書
の
要
望
を
国
や
都
に
求
め
る
必
要

性
は
極
め
て
乏
し
い
と
考
え
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

命
と
健
康
を
汚
染
被
害
か
ら
守
り
、

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
井
戸
の
地
下
水
の
水
質
調
査
、
汚

染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
使
用
停
止
、

汚
染
の
除
去
、
近
隣
住
民
の
血
液
検

査
、
汚
染
原
因
の
究
明
、
適
切
な
情

報
提
供
、
暫
定
目
標
値
の
適
切
な
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
国
や

都
に
実
施
を
求
め
る
こ
と
、
そ
し
て

市
と
し
て
も
行
う
こ
と
も
求
め
る
。

引き続き審査する案件

※�各委員会の審査案件は、二次元コー
ドをスマートフォン等で読み取る
と、ご覧いただくことができます。

議会運営委員会
開催日時：５月26日（金）午後２時
審査案件：１件

総務企画委員会
審査案件：１件

※�委員会等の映像について
は、YouTubeで中継・録
画配信しています。

厚生文教委員会
開催日時：４月25日（火）午前１０時
審査案件：１件

建設環境委員会
審査案件：１件

※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。

庁舎等建設及び公共施設マネジメント
推進調査特別委員会
審査案件：１件

行財政改革推進調査特別委員会
審査案件：１件

【
３
月
23
日
】

▼
１　

委
員
の
選
出
に
つ
い
て

▼
２　

�

各
部
会
の
状
況
報
告
に
つ

い
て

広
報
協
議
会
を

�

開
催
し
ま
し
た

新
委
員
長
の
紹
介

渡
わたなべ

辺　大
だいぞう

三

行
に
対
し
、
計
画
的
に
取
り
組
み
、

職
員
の
意
欲
向
上
を
心
掛
け
る
よ
う

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

き
。
発
足
前
に
全
面
撤
回
さ
れ
る
こ

と
、
よ
も
や
白
紙
諮
問
に
よ
る
丸
投

げ
な
ど
さ
れ
ぬ
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

た
が
、
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
に

お
い
て
、
委
員
会
の
審
査
を
中
断
し
、

継
続
審
査
と
し
て
い
た
た
め
、
委
員

会
の
日
程
を
３
日
間
に
短
縮
し
て
審

査
を
再
開
し
ま
し
た
。
２
月
15
日
の

委
員
会
で
は
起
立
採
決
の
結
果
、
起

立
少
数
に
よ
り
、
不
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

２
月
17
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、

不
認
定
と
し
ま
し
た
。

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
の
政
府
自
民
党
に
緊
急
事
態
条

項
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
危

険
で
あ
り
、
現
政
権
で
あ
る
限
り
、

同
条
項
の
策
定
に
は
反
対
で
あ
る
。

一
歩
間
違
え
た
運
用
を
さ
れ
る
と

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
重
大
な
結
果

を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
劇
薬
を

任
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

総
務
企
画
委
員
会
の
委
員
長
を
選

出
し
ま
し
た
。

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

市
立
保
育
園
の
在
り
方

検
討
委
員
会
設
置
条
例

性
的
少
数
者
へ
の
差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
法
制
度
を
求
め
る
意
見
書

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

緊
急
事
態
に
関
す
る
国
会
審

議
等
を
求
め
る
意
見
書

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

に
よ
る
地
下
水
汚
染
か
ら
国
民
の
健

康
を
守
る
取
組
を
求
め
る
意
見
書
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次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、6月1日（木）午後5時までです。

※可否同数の場合、議長が可否を決定します。

性的少数者への差別を解消する
ための法制度を求める意見書

内閣総理大臣前秘書官による性的少数者への差別発言に強く抗議し、速や
かにLGBTQ等の性的少数者への差別を撤廃するため、性的指向・性自認
（SOGI）による差別禁止法を制定し同性婚法制化を実現することを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

原発政策の見直しとアルプス処
理汚染水の海洋放出の中止を求
める意見書

廃炉への道も遠く原発事故避難者への支援も薄まる中、福島原発事故の教訓
を忘れ、原発政策推進は許されない。老朽化原発の再稼働など原発推進方針
の見直し、福島第一原発のアルプス処理汚染水の海洋放出中止を求める。

× × × × × ○ △ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ 原案可決

緊急事態に関する国会審議等を
求める意見書

新型コロナウイルスは日常生活や社会経済活動に深刻な影響を与えてきた。
日本経済への大きな打撃、また医療崩壊の危機も発生した。よって、国にお
いて緊急事態の関係法規の見直し等の議論を進めるよう強く求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × △ × × × × × ○ ○ ○ × × × × 原案可決

大軍拡中止とそのための増税等
を行わないことを求める意見書

政府が計画するGDP比 ２％以上の防衛費増額により、日本は世界第 ３位の軍
事大国となってしまう。政府に対して、 ５年間で43兆円の大軍拡中止とその
ための増税や社会保障の削減を行わないことを求める。

× × × × × ○ × ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ 原案可決
（議長裁決）

新型コロナウイルス感染症によ
る後遺症がある方々の日常を守
る取組の強化を求める意見書

新型コロナ感染症の後遺症の発生状況について、筋痛性脳脊髄炎／慢性疲労
症候群との関連も含めた実態調査の推進、Bスポット療法等の検証を進める
とともに、後遺症に対応できる医療機関等の拡充を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認知症の人も家族も安心な社会
の構築を求める意見書

認知症の人に初期の段階から家族等が適切に対応するための認知症サポータ
ー等の育成促進や身近な薬局等への相談窓口の開設の支援、認知症の重症化
抑制等のため、薬や対処法等の研究開発体制の強化を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

有機フッ素化合物（PFAS）によ
る地下水汚染から国民の健康を
守る取組を求める意見書

①生涯、健康影響がないよう飲用水のPFAS暫定目標値を見直すこと、②汚染
源を明らかにし、汚染拡散防止と地下水源の浄化を行うこと、③汚染地域住
民のPFAS血中濃度の疫学的調査を行い、結果の公表を求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

来年度の高校入試に中学校英語
スピーキングテスト（ESAT-J）を
活用しないことを求める意見書

中学校英語スピーキングテストについて、不受験者の対応など不公平さが明
らかになった。来年度の高校入試には活用しないこと、受験生等から出され
ている採点過程や評価の理由などの疑問に真摯に答えることを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

民設民営学童保育所事業は公募
開始前に議会へ説明することを
求める決議

民設民営学童保育所事業は２０２４年度運営開始という短期的スケジュールだ
が、不透明な部分が多く、政策形成の熟度が低い。学童保育所運営協議会で
の議論等を踏まえて方針を決め、市議会に説明して進めることを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市消防団第一分団におけ
る出動手当不正請求について全
容解明を求める決議

市の調査により、一部の分団員が出動手当の不正請求を行っていたことが発
覚した。歴史と伝統のある小金井市消防団の信頼を失墜させるものであり看
過できない。市に対し、事件の全容解明を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

出入国管理及び難民認定法改正
の見送りを求める意見書

改正案は退去強制や難民認定に重大な影響を及ぼすと指摘がある。２０２１年に
名古屋入管収容中のスリランカ女性の死亡事案が起きた。法改正は外国人の
基本的人権を脅かすもので今国会への提案と審議見送りを求める。

× × × × × △ × × △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ 否　決
（議長裁決）

健康保険証の廃止とマイナンバ
ーカードへの一体化の強制を行
わないことを求める意見書

生活に欠かせない保険証と引き換えにマイナンバーカードの取得を迫るのは
マイナンバーカードの取得の義務化に限りなく近い。政府に健康保険証の廃
止とマイナンバーカードへの一体化の強制を中止することを求める。

× × × × × × × 議 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ 否　決

普天間基地周辺の子どもたちを
取り巻く空・水・土の安全の保
障を求める意見書

基地周辺の子どもたちは米軍機からの落下物等で日常的に危険に晒されてい
る。飲用水のPFAS汚染に加え昨年、普天間第二小学校校庭のPFAS土壌汚染
も判明した。米軍機の上空飛行禁止要請と土壌調査を求める。

× × × × × △ × × △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ 否　決
（議長裁決）

　　○：賛成　×：反対　△：退席　　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果
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正
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宮
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谷
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か
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斎
藤
　
康
夫

安
田
け
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坂
井
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子件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　
会：こがねい市民会議　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の
令和 ３年度小金井市一般会計歳入歳出決算の認定について × × × × × ○ ○ 議 ○ × × × × × × × × × × × ○ × × 決 不認定
令和 ３年度小金井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決 認　定
令和 ３年度小金井市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決 認　定
令和 ３年度小金井市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 決 認　定
令和 ５年度小金井市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
令和 ５年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（議員提案） × × × × × × × 議 × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × 即 否　決

令和 ５年度小金井市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
令和 ５年度小金井市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 予 原案可決
小金井市個人情報保護条例の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 原案可決
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 原案可決
小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決
こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 原案可決
小金井市立保育園の在り方検討委員会設置条例 × × × × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ 厚 否　決
小金井市立公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 原案可決
小金井市滄浪泉園緑地条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 原案可決
小金井市環境配慮住宅型研修施設条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 原案可決
小金井市地域公共交通活性化協議会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 原案可決
小金井市地域公共交通活性化協議会条例に対する修正案（議員提案） × × × × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × 即 否　決

副市長の選任に関し同意を求めることについて ○ × × ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ × × × △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 同　意
固定資産評価員の選任に関し同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 同　意
小金井市防犯カメラの設置及び運用に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 原案可決
小金井市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決
小金井市議会の個人情報の保護に関する条例（議員提案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決
小金井市立中学校給食費補助金の交付に関する条例（議員提案） × × × × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 厚 否　決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の
令和 ３年度小金井市下水道事業会計決算の認定について 決 認　定
小金井市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例、小金井市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例、小金井市
消防団条例の一部を改正する条例 総 原案可決

小金井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例、小金井市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例、小金井市義務教育就学児及び高校生等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例、小金井市国民健康保険条例の一部を改正する条例 厚 原案可決

小金井市まちづくり条例の一部を改正する条例 建 原案可決
令和 ４年度小金井市一般会計補正予算（第１４回）、令和 ４年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 ４回）、令和 ４年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第 ３回）、令和 ４年度
小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 ２回）、令和 ４年度小金井市下水道事業会計補正予算（第 １回）、令和 ５年度小金井市介護保険特別会計予算、令和 ５年度小金井市下水道事
業会計予算、令和 ４年度小金井市一般会計補正予算（第１５回）

予 原案可決

令和 ４年度小金井市一般会計補正予算（第１３回） 即 原案可決

人権擁護委員候補者の推薦について（ほか ２件） 即 異議ない旨
の意見提出

小金井市公立保育園の在り方検討委員会設置条例の撤回（議員提案） 即 承　認

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会
　　　　　　決：決算特別委員会
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?!（4面～6面） 2月27日、28日、3月 1日、2日

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（み ら い）　みらいのこがねい
（子どもの権利）　子どもの権利を守る会
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党

（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。
二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、YouTube
でご覧いただくことができます。

http://www.city.koganei.tokyo.dbsr.jp/
会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。

五
十
嵐
京
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
身
寄
り
が
な
く
経
済
的
に

困
窮
し
て
亡
く
な
り
、
行
政
が

葬
祭
費
を
負
担
す
る
例
が
増
え
、

東
京
都
で
も
17
億
円
以
上
の
費

用
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

終
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
始
め
な

い
か
。
ア
先
進
例
で
は
事
前
登

録
で
葬
儀
、
納
骨
や
家
財
の
処

分
ま
で
行
う
事
業
を
始
め
た
市

も
あ
る
。
小
金
井
市
で
の
現
状

は
。
イ
市
の
サ
ー
ビ
ス
は
窓
口

が
分
散
し
て
お
り
、
今
回
の
提

案
の
目
的
が
市
民
に
届
く
か
疑

問
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
組
立

て
と
周
知
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

部
長　

ア
見
守
り
の
充
実
、

老
い
支
度
相
談
、
安
心
生
活
サ

ポ
ー
ト
事
業
、
居
住
支
援
、
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
総
合

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
か
つ
て
の
都
市
再
開
発
計

画
は
約
８
千
600
㎡
で
計
画
さ
れ

て
い
た
が
、
一
旦
キ
ャ
ン
セ
ル

さ
れ
新
た
に
縮
小
し
た
地
区
で

の
再
開
発
計
画
が
検
討
さ
れ
始

め
て
い
る
。
ア
北
口
再
生
協
議

会
含
め
た
今
ま
で
の
動
き
と
現

在
の
状
況
に
つ
い
て
。
イ
ム
サ

コ
通
り
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ

い
て
。
ウ
今
回
計
画
中
の
再
開

発
地
区
内
で
の
喫
煙
所
設
置
を
。

部
長　

ア
一
度
は
準
備
組
合

が
解
散
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、

街
区
の
東
側
で
再
度
準
備
組
合

が
結
成
さ
れ
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
北
口
再
生
協
議
会
は

今
年
度
に
２
回
開
催
さ
れ
、
再

開
発
の
準
備
組
合
に
も
参
加
し

て
い
る
。
イ
道
路
管
理
課
で
ム

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
国
際
社
会
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
は
英
語
で
話
す
力
が
求

め
ら
れ
る
。
ア
東
京
グ
ロ
ー
バ

ル
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
全
校
で
の

活
用
を
。
イ
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
デ
ー
の
開
催
を
。
ウ
全

校
で
地
域
未
来
塾
を
い
か
し
た

英
語
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
を
。

部
長　

ア
活
用
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
。
イ
都
の
新
年

度
の
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
含

め
て
積
極
的
な
活
用
を
促
し
た

い
。
ウ
新
年
度
か
ら
全
小
・
中

学
校
で
地
域
学
校
協
働
活
動
を

実
施
す
る
。
関
係
者
と
実
施
に

向
け
て
調
整
し
た
い
。

教
育
長　

ご
指
摘
の
よ
う
な

未
来
を
自
分
ら
し
く
生
き
る
力

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

多
摩
地
域
の
中
央
線
沿
線
で

駅
前
公
衆
喫
煙
所
が
な
い
の
は

実
質
小
金
井
市
だ
け
で
、
北
口

商
店
街
入
口
の
喫
煙
所
の
課
題

は
受
動
喫
煙
防
止
に
対
す
る
市

の
方
針
も
施
策
も
な
い
こ
と
が

問
題
の
本
質
。
ア
環
境
部
か
ら

健
康
課
に
協
議
し
た
か
。
イ
健

康
課
は
課
題
を
把
握
し
て
い
る

か
。
ウ
受
動
喫
煙
防
止
に
お
け

る
庁
内
協
議
を
令
和
元
年
５
月

以
降
開
催
し
て
い
な
い
理
由
は
。

エ
再
開
発
の
際
に
ど
れ
だ
け
の

分
煙
対
策
が
必
要
か
見
定
め
る

テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
で
も
考
え
る
べ
き
。

オ
市
長
は
現
状
を
適
切
と
考
え

る
か
。
カ
課
題
を
認
識
し
な
が

ら
も
何
の
調
整
も
協
議
も
な
か

っ
た
縦
割
り
行
政
の
弊
害
。
総

合
調
整
権
を
持
つ
市
長
が
早
急

に
状
況
改
善
を
図
る
べ
き
。

部
長　

ア
質
問
の
内
容
の
協

議
は
開
催
し
て
い
な
い
。
イ
課

題
は
把
握
し
て
い
る
が
、
健
康

課
は
禁
煙
を
促
す
役
割
を
担
う

べ
き
。
ウ
条
例
の
庁
内
周
知
が

進
み
、
受
動
喫
煙
対
策
が
進
ん

だ
た
め
。
エ
準
備
組
合
に
伝
え
、

検
討
課
題
と
す
る
。

市
長　

オ
受
動
喫
煙
の
観
点

か
ら
適
切
と
は
思
え
な
い
。
カ

喫
煙
所
の
状
況
改
善
を
早
急
に

図
る
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
受

動
喫
煙
防
止
と
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
で
総
合
調
整
を
図
り
た
い
。

■
そ
の
他
、
未
利
用
地
へ
の
自

転
車
駐
車
場
の
暫
定
設
置
や
無

電
柱
化
の
推
進
を
訴
え
ま
し
た
。

サ
コ
通
り
の
無
電
柱
化
を
進
め
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
い
て
北

口
再
生
協
議
会
の
方
々
と
取
組

を
進
め
て
い
く
。

市
長　

ウ
分
煙
対
策
を
し
っ

か
り
し
、
健
康
に
留
意
す
る
環

境
を
作
り
つ
つ
、
買
う
ん
だ
っ

た
ら
小
金
井
市
で
買
っ
て
く
だ

さ
い
と
い
う
宣
伝
も
つ
け
る
と

た
ば
こ
税
の
歳
入
も
増
え
る
と

い
う
整
理
と
、
そ
れ
に
伴
う
色

々
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

❷
成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
が
、
対
応
策
は
。

部
長　

学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
消
費
者
教
育
を
実
施
。
消

費
者
ス
ク
ー
ル
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

■
そ
の
他
、
こ
ど
も
家
庭
庁
創

設
で
の
伴
走
型
支
援
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

相
談
窓
口
等
で
実
施
し
て
い
る
。

イ
研
究
し
た
い
。

❷
不
祥
事
が
続
き
、
事
務
執

行
上
の
単
純
ミ
ス
も
多
い
。
な

く
す
た
め
の
努
力
を
。
ア
Ｓ
Ｄ

カ
ー
ド
等
を
紛
失
し
た
ケ
ー
ス

の
場
合
、
各
課
の
共
有
化
は
図

っ
て
い
る
か
。
イ
手
当
の
過
払

い
の
よ
う
な
、
シ
ス
テ
ム
化
等

技
術
推
進
で
解
決
す
る
も
の
も

あ
る
の
で
は
。
ミ
ス
を
Ｄ
Ｘ
推

進
に
つ
な
げ
る
た
め
の
各
課
か

ら
の
意
見
聴
取
を
。
ウ
繰
り
返

さ
な
い
た
め
の
方
策
は
。

部
長　

ア
課
長
に
再
発
防
止

策
を
説
明
、
職
員
に
危
機
管
理

の
適
正
な
実
施
を
注
意
喚
起
し

た
。
イ
ご
意
見
を
踏
ま
え
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
た
い
。
ウ
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
取
組
は
粘
り
強
く

継
続
し
て
行
う
も
の
と
考
え
る
。

を
身
に
付
け
る
に
は
、
授
業
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
多
様

な
場
が
大
切
。
小
金
井
市
で
は

そ
の
よ
う
な
場
は
創
出
で
き
る

地
域
の
力
が
あ
る
と
考
え
る
。

❷
自
治
体
Ｄ
Ｘ
以
外
に
も
必

要
な
改
革
は
随
時
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。
ア
仕
事
に
誇
り
を
持

つ
た
め
に
も
職
員
に
個
人
毎
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
付
与
を
。
イ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
コ
ス
ト
の

観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ

ァ
ッ
ク
ス
へ
の
切
り
替
え
等
の

検
討
を
。
ウ
職
員
の
名
刺
を
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素

を
取
り
入
れ
た
カ
ラ
ー
名
刺
に
。

部
長　

ア
10
月
に
付
与
す
る
。

イ
調
査
を
行
い
、
費
用
対
効
果

か
ら
総
合
的
に
検
討
す
る
。

市
長　

ウ
効
果
は
認
識
し
て

い
る
。
前
向
き
に
考
え
た
い
。

高
木
章
成

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
ア
憲
法
第
99
条
に
基
づ
く

市
長
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に

つ
い
て
市
政
運
営
に
反
映
し
て

い
く
か
。
イ
市
長
は
現
行
憲
法

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
て
お
ら
れ
る
の
か
。

市
長　

ア
私
自
身
、
現
憲
法

を
尊
重
す
る
立
場
。
憲
法
、
法

令
、
条
例
に
基
づ
い
て
事
務
を

執
行
し
て
い
る
。
イ
現
憲
法
を

尊
重
し
変
え
る
必
要
は
な
い
。

❷
ア
白
井
市
長
は
議
員
時
代

は
廃
園
条
例
の
専
決
処
分
の
違

法
性
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
現

在
の
判
断
と
そ
の
根
拠
を
伺
う
。

イ
適
法
か
違
法
か
何
ら
か
の
結

論
や
確
証
を
お
持
ち
か
。

市
長　

ア
現
在
係
争
中
で
答

弁
は
差
し
控
え
た
い
。
イ
持
っ

て
い
な
い
。

❸
保
育
事
業
会
社
が
経
営
す

る
施
設
の
補
助
金
不
正
受
給
や

暴
言
・
虐
待
な
ど
不
祥
事
事
案

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
コ
ス
モ

ズ
の
理
事
長
の
佐
野
浩
氏
は
、

元
小
金
井
市
議
で
、
１
９
９
８

年
に
私
が
提
出
し
た
陳
情
を
き

っ
か
け
に
補
助
金
還
流
の
百
条

調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
ア
25
年

前
の
百
条
調
査
が
な
ぜ
再
発
防

止
に
い
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

イ
再
発
防
止
の
取
組
は
。

部
長　

ア
補
助
事
業
者
に
対

し
実
態
調
査
、
改
善
指
導
、
虚

偽
の
申
請
に
対
し
返
還
指
導
。

市
長　

イ
不
当
利
得
の
加
算

金
利
等
の
引
き
上
げ
を
検
討
。

■
そ
の
他
、
障
害
者
雇
用
推
進

と
優
先
調
達
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

狛
江
市
で
強
盗
殺
人
事
件
が

発
生
し
た
。
事
件
に
関
係
し
た

組
織
員
は
次
々
と
逮
捕
さ
れ
て

い
る
が
、
同
様
の
事
件
で
は
家

に
あ
る
電
話
機
を
巧
妙
に
使
い

犯
罪
を
重
ね
て
い
た
傾
向
が
あ

っ
た
。
市
内
の
年
配
の
方
だ
け

で
暮
ら
す
方
達
は
不
安
な
気
持

ち
を
抱
え
て
い
る
。「
特
殊
詐

欺
」
は
16
年
ほ
ど
前
に
全
国
に

拡
が
り
、
か
つ
て
は
「
オ
レ
オ

レ
詐
欺
」
の
名
称
で
世
間
を
騒

が
せ
、
小
金
井
市
は
複
数
年
、

被
害
額
日
本
一
だ
っ
た
事
が
あ

る
。
狛
江
市
は
事
件
の
後
、
防

犯
カ
メ
ラ
を
含
む
防
犯
用
品
の

設
置
等
へ
の
費
用
補
助
を
決
め

た
。
小
金
井
市
も
検
討
を
要
望

す
る
。
ア
施
政
方
針
に
防
犯
に

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

❶
高
齢
者
が
健
康
長
寿
で
住

み
続
け
ら
れ
る
た
め
に
。
ア
自

動
通
話
録
音
機
を
町
会
、
自
治

会
、
敬
老
会
等
に
入
会
す
る
特

典
と
し
て
配
布
し
な
い
か
。
イ

運
転
免
許
返
納
者
に
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ 

バ
ス
乗
車
の
優
遇
措
置
を
。
ウ

親
子
が
近
居
・
同
居
で
き
る
支

援
を
。
エ
買
物
困
難
対
策
と
し

て
高
齢
者
等
見
守
り
協
定
締
結

団
体
に
負
担
に
な
ら
な
い
範
囲

で
移
動
販
売
等
の
協
力
を
。
オ

遺
品
整
理
（
引
越
し
等
も
含
む
）

の
一
時
的
多
量
ご
み
に
つ
い
て

有
料
の
収
集
業
者
に
基
準
を
設

け
て
市
民
に
紹
介
し
な
い
か
。

部
長　

ア
貸
与
手
続
や
補
助

金
活
用
の
た
め
課
題
が
あ
る
。

イ
再
編
事
業
で
高
齢
者
割
引
制

度
を
設
け
65
歳
以
上
は
100
円
で

利
用
可
と
し
た
。
ウ
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
取
組
を

実
施
し
て
い
く
。
エ
採
算
が
取

れ
ず
事
業
と
し
て
難
し
い
と
の

声
も
あ
り
研
究
し
た
い
。
オ
単

独
で
ご
み
処
理
施
設
を
所
有
し

て
い
な
い
本
市
で
は
困
難
。

❷
来
年
12
月
9
日
に
国
の
名

勝
指
定
100
周
年
を
迎
え
る
小
金

井
桜
。
ア
都
立
農
業
高
校
と
の

連
携
協
定
で
苗
木
の
提
供
と
補

植
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

イ
名
勝
指
定
100
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、

実
行
委
員
の
市
民
公
募
や
一
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
具
体
化
を
。

部
長　

ア
高
校
の
意
向
も
踏

ま
え
年
度
ご
と
に
調
整
し
進
め

る
。
イ
実
行
委
員
会
で
検
討
す

る
。

つ
い
て
記
載
が
な
い
の
は
何
故

か
。
イ
市
の
取
っ
て
来
た
施
策

と
今
後
の
展
開
は
い
か
が
か
。

市
長　

ア
施
政
方
針
に
記
載

が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

大
変
申
し
訳
な
い
。

部
長　

イ
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯

罪
抑
止
の
有
効
な
対
策
と
し
て

認
識
し
て
い
る
。
地
域
の
安

全
・
安
心
に
繋
が
る
取
組
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
。

武
蔵
小
金
井
駅
北
口
再
開
発
と

喫
煙
所
に
つ
い
て

終
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
／
不
祥
事

後
の
行
政
執
行
体
制
の
改
善
は

市
長
及
び
市
職
員
の

憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に
つ
い
て

喫
煙
対
策
な
ど
武
蔵
小
金
井

駅
北
口
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を

／
自
治
体
Ｄ
Ｘ
以
前
の
対
応

高
齢
者
施
策
の
充
実
／
名
勝

小
金
井
桜
の
復
活
に
向
け
て

か
つ
て
オ
レ
オ
レ
詐
欺
被
害
額

日
本
一
小
金
井
市

市で貸与している自動通話録音機
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清
水
が
く

（
自
民
党
・
信
頼
）

優
先
整
備
路
線
（
小
金
井

３
・
４
・
11
号
線
）
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
。
今
回
は
単
に
道

路
整
備
を
推
進
す
る
立
場
で
は

な
く
、
道
路
の
整
備
が
市
民
の

生
命
を
守
る
、
そ
し
て
将
来
世

代
の
命
を
守
っ
て
い
く
、
命
と

生
命
を
守
る
た
め
の
道
路
整
備

と
い
う
立
場
で
質
問
を
す
る
。

白
井
市
長
の
施
政
方
針
に
は
都

市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
、
人
、

モ
ノ
が
円
滑
に
移
動
で
き
る
道

路
網
の
整
備
を
進
め
る
と
記
載

が
あ
り
、
大
き
な
矛
盾
を
抱
え

て
い
る
施
政
方
針
で
あ
る
と
私

は
思
う
。

ア
計
画
地
周
辺
の
課
題
は
認

識
し
て
い
る
が
道
路
の
必
要
性

は
感
じ
て
い
な
い
と
以
前
に
答

渡
辺
大
三

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
ア
市
長
は
現
設
計
を
基
本

と
し
、
一
定
の
範
囲
内
で
見
直

す
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
。
ど

の
点
を
見
直
す
の
か
。
イ
見
直

し
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ウ

「
見
直
し
方
針
」
に
つ
い
て
市

民
や
議
会
に
説
明
し
、
理
解
が

得
ら
れ
た
後
に
設
計
変
更
を
発

注
す
る
と
い
う
理
解
で
良
い
か
。

市
長　

ア
見
直
し
の
範
囲
を

検
討
し
、
方
向
性
を
決
め
る
。

調
整
段
階
の
た
め
、
現
時
点
で

は
個
別
具
体
的
内
容
は
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
。
イ
６
月
定
例
会

前
に
示
す
の
は
「
現
設
計
を
基

本
に
し
た
見
直
し
方
針
」
に
な

る
。
再
開
予
算
を
議
決
い
た
だ

き
、
実
施
設
計
を
再
開
し
た
後
、

市
の
方
針
に
基
づ
き
、
設
計
変

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

ア
近
隣
の
某
市
で
は
保
健
師

の
正
規
職
員
比
率
は
81
％
、
保

健
師
１
人
当
た
り
の
市
民
は
５

千
691
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
本

市
で
は
正
規
職
員
比
率
は
55
％
、

保
健
師
1
人
当
た
り
の
市
民
が

1
万
千
341
人
で
あ
り
、
職
員
に

負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
来
年
4
月
の
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
向
け

て
、
職
員
体
制
や
組
織
再
編
を

含
め
検
討
を
。
イ
こ
ど
も
施
策

に
こ
ど
も
の
意
見
の
反
映
を
。

ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
へ
の
認
知
は
。

ウ
放
課
後
の
こ
ど
も
の
居
場
所

を
考
え
る
と
き
に
は
複
数
の
部

署
に
ま
た
が
る
課
題
が
あ
る
。

市
長
の
見
解
は
。

部
長　

ア
職
員
体
制
の
充
実

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

❶
政
府
は
３
月
13
日
以
降
の

マ
ス
ク
着
用
推
奨
の
方
針
を
大

き
く
変
え
た
。
政
府
の
推
奨
に

よ
っ
て
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
の

だ
か
ら
政
府
の
方
針
に
沿
っ
て

マ
ス
ク
を
外
す
べ
き
で
あ
る
が
、

市
役
所
内
部
と
学
校
現
場
で
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

部
長　

３
月
13
日
を
目
標
に

ど
の
よ
う
な
形
が
取
れ
る
か
検

討
し
て
い
る
。

教
育
長　

東
京
都
か
ら
の
通

知
が
ま
だ
来
て
い
な
い
。
マ
ス

ク
を
外
せ
な
い
子
た
ち
に
寄
り

添
っ
た
対
応
を
し
た
い
。

❷
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
危

険
性
と
超
過
死
亡
数
が
増
え
た

関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る
医
療

専
門
家
が
い
る
が
、
政
府
も
マ

ス
コ
ミ
も
報
じ
な
い
。
令
和
４

年
は
コ
ロ
ナ
死
以
外
で
令
和
３

年
比
、年
間
12
・
９
万
人
、令
和

２
年
比
、
年
間
19
・
７
万
人
死

亡
数
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
を

異
常
と
思
わ
な
い
の
か
、
こ
の

ま
ま
で
良
い
の
か
。
こ
の
原
因

究
明
と
ワ
ク
チ
ン
と
の
関
連
性

の
有
無
を
政
府
に
求
め
る
べ
き
。

部
長　

今
後
、
詳
細
な
死
因

分
析
を
通
じ
、
確
度
の
高
い
検

証
結
果
が
出
る
こ
と
を
見
守
り

た
い
。

❸
子
供
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

接
種
券
を
全
員
に
送
付
す
る
の

で
は
な
く
、
希
望
者
に
送
付
す

る
方
式
に
変
え
る
べ
き
で
あ
る
。

部
長　

ご
本
人
、
保
護
者
が

判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
実

上
の
強
制
に
な
ら
な
い
よ
う
に

留
意
す
る
。

更
の
可
否
を
精
査
す
る
。
ウ
理

解
、
納
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
当
然
重
要
。

❷
市
立
保
育
園
廃
園
問
題
で

保
護
者
か
ら
訴
訟
が
提
起
さ
れ

て
い
る
。
市
長
が
、「
専
決
処

分
で
成
立
し
た
条
例
の
廃
止
条

例
」
が
議
会
に
否
決
さ
れ
た
こ

と
を
も
っ
て
、
専
決
処
分
の
違

法
性
が
治
癒
（
ち
ゆ
）
さ
れ
た

と
い
う
主
張
を
市
長
決
裁
し
た

と
聞
き
、
目
と
耳
を
疑
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
事
実
は
あ
る
の
か
、

説
明
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

訴
訟
に
関
す
る
市
の

答
弁
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

現
在
係
争
中
で
あ
り
、
答
弁
は

差
し
控
え
る
。

■
そ
の
他
、
広
報
改
革
と
し
て
、

市
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
の
優

秀
作
品
の
表
彰
制
度
を
提
案
。

弁
が
あ
っ
た
が
、
今
も
同
じ
考

え
か
。

イ
府
中
市
側
の
都
市
計
画
道

路
は
府
中
市
の
費
用
で
ほ
ぼ
用

地
買
収
を
終
え
て
い
る
。
小
金

井
市
は
中
止
を
求
め
て
い
る
が
、

府
中
市
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う

に
説
明
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り

か
。
府
中
市
は
府
中
市
で
計
画

に
沿
っ
て
市
施
行
で
進
め
て
き

た
。
小
金
井
市
が
計
画
中
止
を

求
め
る
と
府
中
市
と
将
来
に
遺

恨
を
残
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
。

市
長　

ア
周
辺
地
域
（
二
枚

橋
に
抜
け
る
道
）
の
危
険
性
は

感
じ
て
い
る
が
、
私
は
道
路
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
。
イ

他
市
の
事
業
に
つ
い
て
の
答
弁

は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

は
大
き
な
課
題
の
一
つ
。
セ
ン

タ
ー
の
早
期
設
置
を
見
据
え
、

検
討
・
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

イ
こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
。
都
の

社
会
的
養
育
推
進
計
画
で
は
、

こ
ど
も
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
等
の
導

入
に
取
り
組
ん
で
い
る
認
識
。

市
長　

ウ
地
域
み
ん
な
で
子

育
て
・
子
育
ち
を
応
援
す
る
ま

ち
に
し
た
い
。
行
政
施
設
に
こ

ど
も
の
居
場
所
の
選
択
肢
が
あ

れ
ば
よ
い
が
、
安
心
し
て
過
ご

す
場
と
し
て
は
人
の
配
置
等
の

課
題
が
あ
る
。
の
び
ゆ
く
こ
ど

も
プ
ラ
ン
の
改
定
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
、
様
々
な
機
会
で
考
え
、

居
場
所
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

■
そ
の
他
、
ネ
ウ
ボ
ラ
、
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
導
入
に

つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

❶
公
明
党
は
「
子
育
て
応
援

ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
」
で
、
子
ど

も
政
策
を
政
治
の
柱
に
据
え
、

少
子
化
、
人
口
減
少
を
克
服
す

る
た
め
の
具
体
策
と
し
て
、
結

婚
・
妊
娠
・
出
産
か
ら
社
会
に

育
つ
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援

を
示
し
た
。
政
府
は
妊
娠
・
子

育
て
ま
で
一
貫
し
た
伴
走
型
相

談
と
、
支
援
が
手
薄
な
出
産
前

後
と
０
歳
～
２
歳
児
家
庭
へ
の

支
援
を
先
行
実
施
し
た
。
市
の

伴
走
型
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

部
長　

新
た
な
支
援
と
し
て

は
、
産
後
ケ
ア
施
設
を
増
や
し

た
ほ
か
、
妊
娠
８
か
月
ア
ン
ケ

ー
ト
と
希
望
者
へ
の
面
談
を
行

い
、
出
産
子
育
て
応
援
交
付
金

を
活
用
し
て
出
産
育
児
用
品
の

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

環
境
汚
染
や
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

レ
ジ
袋
の
削
減
へ
、
本
市
は
マ

イ
バ
ッ
グ
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
マ
イ
バ
ッ
グ
が
Ｔ
シ
ャ
ツ

か
ら
簡
単
に
作
れ
る
「
エ
コ
バ

ッ
グ
」
を
紹
介
し
た
い
。
Ｔ
シ

ャ
ツ
の
首
回
り
と
袖
を
切
り
、

裾
に
切
り
込
み
を
ど
ん
ど
ん
入

れ
固
結
び
を
す
れ
ば
出
来
上
が

り
。
優
れ
て
い
る
点
は
、
牛
乳

も
お
米
も
入
る
耐
久
性
と
丸
洗

い
で
き
る
点
。
着
な
く
な
っ
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
と
裁
ち
ば
さ
み
が
あ

れ
ば
で
き
る
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り

を
、
子
ど
も
も
大
人
も
参
加
で

き
る
企
画
と
し
て
本
市
で
取
り

入
れ
て
み
て
は
い
か
が
か
。

部
長　

ご
紹
介
の
エ
コ
バ
ッ

購
入
助
成
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

軽
減
を
図
る
等
、
経
済
支
援
を

拡
充
す
る
。

❷
国
連
権
利
委
員
会
は
日
本

に
対
し
、
障
害
者
施
設
か
ら
の

地
域
移
行
を
図
り
、
障
害
の
あ

る
子
と
無
い
子
が
一
緒
に
学
ぶ

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
求
め

て
い
る
。
文
科
省
は
同
じ
場
で

共
に
学
ぶ
環
境
と
、
個
別
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
に
も
的
確
に
応
え

る
指
導
の
提
供
が
重
要
と
す
る
。

ア
我
が
市
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
と
は
。
イ
要
望
の

多
い
自
閉
症
・
情
緒
障
害
児
童

の
固
定
学
級
設
置
を
。

教
育
長　

ア
全
て
の
子
の
最

善
の
幸
せ
を
目
指
し
、共
に
考
え
、

話
合
い
を
通
し
て
適
切
な
教
育

の
場
を
提
供
す
る
。
イ
情
緒
固

定
学
級
の
設
置
も
決
断
し
た
。

グ
は
、
３
Ｒ
の
う
ち
リ
デ
ュ
ー

ス
、
リ
ユ
ー
ス
に
通
じ
る
。
お

子
さ
ん
が
作
っ
た
も
の
は
、
ご

家
庭
で
の
関
心
事
に
な
り
易
く
、

親
子
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
体
験
い
た
だ
く
取
組
が
効
果

的
と
考
え
る
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
か
ら

作
る
エ
コ
バ
ッ
グ
の
作
り
方
の

動
画
等
を
市
Ｈ
Ｐ
に
載
せ
る
こ

と
も
一
つ
の
取
組
で
あ
り
、
そ

の
際
は
ご
協
力
願
い
た
い
。

宮
下
誠

（
公
明
党
）

❶
パ
ソ
コ
ン
等
を
活
用
す
れ

ば
、
外
に
出
な
く
て
も
色
々
な

人
と
会
話
で
き
る
し
、
ス
マ
ホ

の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
衰
え
て
き

た
目
や
耳
の
機
能
を
補
う
方
法

も
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
は
高

齢
者
に
追
い
風
が
吹
く
時
代
で

も
あ
る
。
ア
ス
マ
ホ
教
室
の
更

な
る
拡
充
を
。
イ
公
民
館
な
ど

高
齢
者
の
身
近
な
場
所
に
常
設

型
ス
マ
ホ
サ
ロ
ン
の
開
設
を
。

部
長　

ア
高
齢
者
が
少
し
で

も
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
便
利
に
活

用
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
身

近
な
場
所
で
あ
る
公
共
施
設
等

を
利
用
し
な
が
ら
、
ス
マ
ホ
教

室
や
相
談
会
な
ど
を
引
き
続
き

実
施
し
て
い
く
。
イ
各
地
域
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
係
る
相
談

場
所
等
の
確
保
を
考
え
て
お
り
、

公
共
施
設
以
外
に
も
高
齢
者
が

立
ち
寄
り
や
す
い
店
舗
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
借
り
ら
れ
る

場
所
が
な
い
か
探
し
て
い
る
。

❷
今
後
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
活
き
生
き
ボ
ラ
ポ
）

の
活
動
は
一
気
に
拡
大
す
る
と

予
測
す
る
。
ア
子
ど
も
食
堂
で

の
サ
ポ
ー
ト
や
通
学
路
の
見
守

り
な
ど
も
対
象
に
加
え
て
は
。

イ
年
間
の
上
限
を
１
万
ポ
イ
ン

ト
へ
引
き
上
げ
な
い
か
。

部
長　

ア
事
業
者
間
で
活
動

内
容
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を

実
施
す
る
予
定
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
者
の
更
な
る
活
動
機
会

の
拡
大
へ
結
び
つ
け
た
い
。
イ

参
加
者
は
ポ
イ
ン
ト
を
期
待
し

て
い
る
訳
で
は
な
い
。

古
畑
俊
男

（
子
ど
も
の
権
利
）

本
市
に
お
い
て
も
、
戸
建
て

住
宅
の
空
き
家
の
増
加
や
、
築

年
数
の
経
過
に
よ
る
老
朽
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
替
え
問
題
、
ま
た

行
政
に
お
い
て
は
、
公
共
施
設

の
再
構
築
推
進
な
ど
、
建
物
に

関
し
て
行
政
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
建
築

主
事
を
置
き
、
特
定
行
政
庁
と

し
て
建
築
指
導
行
政
を
確
立
す

べ
き
で
あ
る
。

ア
従
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
特
定
行
政
庁
に
な
る
こ
と

に
向
け
、
東
京
都
か
ら
打
診
が

あ
っ
た
か
。
ま
た
庁
内
で
検
討

し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

イ
現
在
、
担
当
部
局
に
お
い

て
は
、
建
築
主
事
を
置
く
こ
と

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

ウ
本
市
に
隣
接
す
る
７
市
は

全
て
建
築
主
事
を
置
い
て
い
る
。

市
長
の
見
解
は
。

部
長　

ア
平
成
16
年
に
東
京

都
か
ら
要
請
が
あ
り
、
そ
の
当

時
に
庁
内
で
検
討
し
た
経
緯
が

あ
る
が
財
政
的
な
問
題
等
か
ら

実
施
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

イ
財
政
上
の
課
題
が
今
も
あ
る
。

建
築
主
事
に
よ
る
許
認
可
等
の

部
署
と
連
携
し
て
、
総
合
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
認
識
は
し
て
い

る
。市

長　

ウ
災
害
に
強
く
、
か

つ
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
う
。
し
か
し
、

現
状
に
お
い
て
は
、
人
材
、
財

政
面
に
お
い
て
難
し
い
。

庁
舎
等
建
設
に
関
す
る

市
長
の
方
針
を
問
う

命
と
生
活
を
守
る
た
め
の

道
路
整
備
に
つ
い
て

伴
走
型
子
育
て
支
援
・

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は

マ
ス
ク
着
脱
・
超
過
死
亡
数
・

ワ
ク
チ
ン
の
危
険
性

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
立
へ

／
こ
ど
も
の
意
見
の
反
映

特
定
行
政
庁
と
し
て
、建
築
指

導
行
政
を
確
立
し
な
い
か

高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
へ

施
策
の
拡
充
を

着
な
く
な
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
で

エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う

Tシャツでエコバッグ作り
(花小金井図書館)
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河
野
麻
美

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の

充
実
に
つ
い
て
。
ア
３
歳
児
健

診
は
平
日
昼
間
の
受
診
は
、
自

宅
で
事
前
検
査
等
働
き
な
が
ら

子
育
て
す
る
保
護
者
の
心
理
的

負
担
が
あ
る
。
休
日
も
健
診
が

で
き
な
い
か
。
受
診
者
の
２
割

が
未
提
出
の
尿
検
査
に
つ
い
て

平
易
な
採
尿
シ
ー
ト
等
を
導
入

し
な
い
か
。イ
保
育
園
入
園
・
無

償
化
、
学
童
入
所
の
申
請
に
必

要
な
就
労
証
明
書
を
、
部
署
間

を
超
え
て
共
有
で
き
な
い
か
。

部
長
　
ア
人
員
体
制
や
事
業

調
整
等
課
題
が
あ
り
現
状
で
は

難
し
い
。
採
尿
シ
ー
ト
は
他
自

治
体
を
調
査
し
た
い
。
イ
自
治

体
間
で
書
式
を
統
一
す
る
国
の

方
針
を
注
視
し
、
書
類
提
出
時

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
市
長
か
ら
都
知
事
へ
の
３
・

４
・
１
号
線
、３
・
４
・
11
号
線
の

中
止
を
求
め
る
要
望
書
は
早

く
出
そ
う
。ア
提
出
し
た
か
。イ

い
つ
提
出
す
る
の
か
。
ウ
調
整

内
容
に
つ
い
て
答
弁
で
き
る
こ

と
は
あ
る
か
。
エ
昨
年
12
月
の

議
会
で
、
市
長
は
「
東
京
都
へ

中
止
を
求
め
る
こ
と
を
掲
げ
て

選
挙
を
戦
っ
た
。
来
年
早
い
段

階
で
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

し
た
い
」
と
し
て
い
た
が
、
早

３
か
月
が
経
っ
た
。
白
井
候
補

の
道
路
に
お
け
る
主
張
を
支
持

し
て
い
る
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
は

残
念
だ
。
来
年
早
い
時
期
と
は

い
つ
を
想
定
し
て
い
た
の
か
。

部
長
　
ア
提
出
し
て
い
な
い
。

イ
調
整
中
で
、
具
体
的
な
時
期

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
多
摩
地
域
で
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の
地
下

水
汚
染
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

日
本
の
水
道
水
の
暫
定
目
標
値

は
50
ｎ
ｇ
/
ℓ
。
深
刻
な
健
康

被
害
が
出
た
米
国
で
は
昨
年
、飲

料
水
の
生
涯
健
康
勧
告
値
70
ｎ

ｇ
/
ℓ
を
３
千
倍
厳
し
く
し
た
。

水
道
水
は
安
全
な
の
か
、
市
民

か
ら
不
安
の
声
が
あ
る
。
ア
市

の
現
状
認
識
は
。
イ
水
道
水
の

地
下
水
割
合
が
１
割
以
下
と
低

い
理
由
は
。
ウ
美
味
し
い
地
下

水
は
市
民
の
自
慢
。
市
内
の
井

戸
水
は
検
査
し
て
い
る
か
。

部
長
　
ア
国
の
知
見
が
出
る

ま
で
推
移
を
見
る
。
イ
令
和
２

年
の
上
水
南
給
水
所
の
検
査
で

基
準
値
超
過
の
恐
れ
が
あ
り
井

を
言
う
の
は
難
し
い
。
ウ
調
整

中
で
答
弁
で
き
る
こ
と
は
な
い
。

市
長
　
エ
具
体
的
な
こ
と
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
早

く
要
望
し
た
い
と
い
う
思
い
は

あ
っ
た
。
そ
の
気
持
ち
は
今
も

変
わ
ら
な
い
。
今
後
も
調
整
を

し
、
中
止
の
要
望
を
し
て
い
く
。

❷
白
井
市
長
は
議
員
時
代
に
、

当
時
の
西
岡
市
長
に
対
し
、「
１

人
目
の
男
と
４
人
目
の
男
」
と

い
う
逸
話
を
語
り
質
問
し
て
い

た
。
こ
の
逸
話
を
使
い
な
が
ら
、

白
井
市
長
の
考
え
方
を
問
う
。

今
こ
の
議
場
に
い
る
人
の
中
で
、

議
員
と
市
長
を
務
め
た
こ
と
が

あ
る
の
は
白
井
亨
さ
ん
１
人
の

み
だ
。
議
員
や
首
長
の
役
割
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
議
員
は
民
意
の
反
映
。

首
長
は
民
意
の
統
合
。

期
の
見
直
し
も
検
討
し
た
い
。

❷
地
場
産
野
菜
の
更
な
る
活

用
の
た
め
、
学
校
や
保
育
園
の

給
食
、
延
長
保
育
の
捕
食
に
規

格
外
野
菜
を
活
用
で
き
な
い
か
。

部
長
　
給
食
提
供
時
間
の
厳

守
や
調
達
過
程
、
搬
入
時
の
課

題
等
難
し
い
面
も
あ
る
が
栄
養

士
会
等
で
ど
の
よ
う
な
工
夫
が

で
き
る
か
研
究
し
た
い
。

❸
人
口
減
少
時
代
に
、
計
画

的
に
人
材
を
配
置
す
る
「
人
員

計
画
」
は
重
要
で
あ
る
が
令
和

４
年
度
以
降
、
本
市
で
は
策
定

さ
れ
て
い
な
い
。
多
岐
に
わ
た

る
市
政
課
題
の
解
決
、
行
財
政

改
革
推
進
の
た
め
、
国
の
技
術

的
助
言
に
即
し
策
定
を
求
め
る
。

部
長
　
厳
し
い
財
政
状
況
や

賃
金
の
上
昇
傾
向
も
あ
り
、
新

た
に
策
定
の
検
討
を
す
る
。

戸
水
源
を
停
止
し
て
い
る
。
ウ

飲
用
井
戸
は
都
が
衛
生
管
理
指

導
要
綱
に
基
づ
き
指
導
し
て
い

る
。
黄
金
の
井
戸
は
中
央
商
店

街
組
合
が
供
給
し
て
い
る
。
国

や
都
の
動
向
に
留
意
し
必
要
に

応
じ
情
報
提
供
し
た
い
。

❷
補
助
金
の
過
大
請
求
が
判

明
し
た
コ
ス
モ
ズ
が
運
営
す
る

保
育
園
は
市
内
で
多
数
の
定
員

を
占
め
る
。
市
民
運
動
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
性
暴
力
容
認
記
事

や
八
王
子
市
で
の
虐
待
事
件
な

ど
の
情
報
か
ら
コ
ス
モ
ズ
系
列

の
園
を
選
択
肢
に
入
れ
な
い
家

庭
も
あ
る
。
市
立
く
り
の
み
保

育
園
は
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
、

東
小
金
井
地
域
で
は
選
択
肢
が

少
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ま
だ
報
告
を
受
け
て

お
ら
ず
発
言
す
る
段
階
で
な
い
。

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

発
が
ん
性
な
ど
の
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
が
多
摩

地
域
で
水
道
水
に
使
わ
れ
る
井

戸
水
か
ら
広
範
に
検
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
小
金
井
市
に
お
け
る
上

水
南
浄
水
所
も
暫
定
目
標
値
を

超
え
取
水
の
停
止
を
繰
り
返
し

て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
撥
水
加

工
な
ど
で
多
く
の
製
品
に
使
用

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
泡
消
火
剤

と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
化
学
工

場
や
米
軍
基
地
周
辺
で
の
深
刻

な
被
害
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

近
隣
市
で
自
主
的
な
血
液
検
査

の
取
組
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
は
85
％
も
の
人
が
高

濃
度
で
血
液
中
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が

含
ま
れ
て
お
り
、
不
安
が
広
が

っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
市
民
の

健
康
を
守
り
不
安
を
払
拭
す
る

た
め
、
以
下
の
対
策
を
求
め
る
。

ア
井
戸
水
の
水
質
調
査
を
行
わ

な
い
か
。
イ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
除
去

を
強
化
し
な
い
か
。
ウ
血
液
検

査
を
行
わ
な
い
か
。
エ
汚
染
原

因
の
調
査
を
行
わ
な
い
か
。
オ

暫
定
目
標
値
の
見
直
し
の
検
討

が
さ
れ
て
い
る
認
識
を
持
た
な

い
か
。
カ
分
か
り
や
す
い
情
報

公
開
を
行
わ
な
い
か
。

部
長
　
ア
市
独
自
で
の
調
査

は
考
え
て
い
な
い
。
イ
ウ
エ
市

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
東
京
都
に
は
伝
え

る
。
オ
市
と
し
て
見
解
は
出
せ

な
い
。
カ
行
っ
て
行
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
ご
み
減
量
の
取
組

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
図
書
館
の
施
設
整
備
に
つ

い
て
問
う
。
ア
図
書
館
運
営
方

針
で
は
、
中
央
図
書
館
建
設
の

必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

図
書
館
基
本
方
針
で
は
、
公
共

施
設
全
体
で
集
約
・
再
編
の
可

能
性
を
踏
ま
え
検
討
と
な
っ
て

い
る
。
整
備
方
針
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
イ
図
書
館
協
議

会
の
答
申
は
、
中
央
図
書
館
の

建
設
を
求
め
て
い
る
。
違
う
計

画
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
ウ
計
画
で
は
２
０
３
０
年

ま
で
今
の
施
設
を
使
う
計
画
だ

が
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
は
、
２
０
２
５
年
ま
で
公
共

施
設
の
在
り
方
の
検
討
と
な
っ

て
い
る
。
施
設
整
備
計
画
は
見

直
す
べ
き
で
あ
る
。

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
ア
子
ど
も
の
権
利
条
例
制

定
の
歴
史
的
経
過
を
詳
細
に
把

握
す
べ
き
。イ「
地
方
自
治
と
子

ど
も
施
策
」
全
国
自
治
体
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
に
市
民
参
加

を
求
め
な
い
か
。
子
ど
も
の
権

利
条
例
に
市
民
が
関
心
を
持
つ

取
組
を
し
な
い
か
。
ウ
子
ど
も

の
権
利
条
例
の
推
進
計
画
、
子

ど
も
の
権
利
委
員
会
、
子
ど
も

の
権
利
の
日
を
復
活
し
、
本
来

の
総
合
条
例
に
戻
さ
な
い
か
。

エ
公
立
保
育
園
廃
園
問
題
で
は

乳
幼
児
の
意
見
表
明
を
把
握
し

て
い
な
い
。
オ
裁
判
や
、議
会

で
の
請
願
・
陳
情
の
主
訴
で
な

い
も
の
は
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ

ー
ソ
ン
へ
の
申
立
て
や
調
査
の

対
象
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ア
大
き
く
変
わ
っ
た

も
の
で
は
な
い
。
イ
老
朽
化
な

ど
課
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い

る
。
ウ
全
体
の
中
で
考
え
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

❷
高
齢
者
へ
の
支
援
を
求
め

る
。
ア
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
貸

与
を
拡
充
し
な
い
か
。
イ
ふ
れ

あ
い
収
集
を
拡
充
す
べ
き
。
ウ

物
価
高
騰
等
の
中
、
C
o
C
o

バ
ス
運
賃
値
上
げ
を
中
止
す
べ

き
で
あ
る
。

部
長
　
ア
周
知
に
努
め
る
。

イ
推
移
を
見
て
適
切
に
判
断
す

る
。
ウ
持
続
可
能
な
運
行
の
責

任
が
あ
り
理
解
し
て
ほ
し
い
。

■
そ
の
他
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
ゼ

ロ
の
取
組
の
強
化
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

市
長
　
ア
し
っ
か
り
把
握
す

る
。
イ
必
要
で
あ
る
。
エ
重
た

く
受
け
止
め
る
。

部
長
　
ウ
内
部
で
検
討
す
る
。

オ
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
る
。

❷
主
権
者
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
。
中
央
大
学
附
属
高
校
で

の
議
会
の
出
前
授
業
の
事
例
を

参
考
に
検
討
し
な
い
か
。

部
長
　
議
員
と
の
意
見
交
換

を
高
校
で
実
施
し
た
経
緯
か
ら

小
中
学
校
で
も
研
究
す
る
。

■
そ
の
他
、
市
民
の
発
案
で
建

設
さ
れ
、
原
発
事
故
後
、
気
候

危
機
問
題
解
決
に
、
い
ち
早
く

向
き
合
っ
た
環
境
配
慮
住
宅
型

研
修
施
設
（
旧
雨
デ
モ
風
デ
モ

ハ
ウ
ス
）
の
設
立
過
程
の
把
握

と
環
境
配
慮
シ
ス
テ
ム
の
活
用

を
質
問
し
ま
し
た
。

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

❶
地
球
気
候
危
機
打
開
の
た

め
に
あ
ら
ゆ
る
方
策
の
実
施
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
小
金
井

市
の
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推

進
計
画
の
目
標
値
は
２
０
３
０

年
は
26
％
で
あ
り
低
い
。
抜
本

的
に
目
標
を
引
き
上
げ
な
い
か
。

イ
東
京
都
の
地
域
環
境
力
活
性

化
事
業
補
助
金
が
活
用
で
き
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
住
宅

用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
購
入

の
拡
充
や
家
庭
で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
付
け
替
え
補
助
を
新
設
し
な

い
か
。
省
エ
ネ
診
断
士
な
ど
相

談
窓
口
を
設
置
し
な
い
か
。

部
長
　
ア
数
値
の
見
直
し
を

含
め
検
討
す
る
。
イ
今
後
他
市

な
ど
の
動
向
を
見
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
。
省
エ
ネ

診
断
士
は
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
も

含
め
検
討
し
た
い
。

❷
痴
漢
防
止
対
策
に
つ
い
て

ア
公
共
交
通
機
関
の
女
性
専
用

車
両
を
増
や
し
、
時
間
の
拡
大

を
要
請
し
な
い
か
。
イ
駅
構
内

へ
の
痴
漢
防
止
ポ
ス
タ
ー
の
貼

り
出
し
を
要
請
し
な
い
か
。
ウ

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
策
定

前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
や
計
画

へ
の
痴
漢
防
止
対
策
を
明
記
し

な
い
か
。

部
長
　
ア
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
、
普
及
啓
発
に
努
め

る
。
イ
ご
意
見
を
参
考
に
国
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
応

え
た
い
。
ウ
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
記
載
も
含
め
て
検
討
し
た

い
。

■
そ
の
他
、
学
校
給
食
の
無
償

化
を
質
問
し
ま
し
た
。

　次の案件は、各委員会で総括の意見・要望の発言を行い、調査を終了し、 ３
月28日の本会議で調査報告を行いました。（「庁舎等建設及び公共施設マネジメ
ントの推進に係る諸問題の調査」「行財政改革の推進に係る諸問題の調査」につ
いては中間報告とし、引き続き調査を行います）
厚生文教委員会
▶所管事務調査（新型コロナウイルス感染症対策に関する諸問題の調査）　▶
所管事務調査（小金井市保健福祉総合計画に関する諸問題の調査）　▶所管事
務調査（子ども施策に関する諸問題の調査）
建設環境委員会
▶所管事務調査（駅周辺整備に関する調査）　▶所管事務調査（市内都市計画及
び住環境に関する調査）　▶所管事務調査（資源循環社会形成に関する調査）
総務企画委員会
▶所管事務調査（地域防災計画についての諸問題の調査）　▶所管事務調査（産
業振興及びシティプロモーションについての諸問題の調査）
議会運営委員会
▶議会改革に関する諸問題の調査
庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会
▶庁舎等建設及び公共施設マネジメントの推進に係る諸問題の調査
行財政改革推進調査特別委員会
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査

委員会の調査案件 優
先
整
備
路
線
／
１
人
目
の
男

と
４
人
目
の
男
と
い
う
話

子
育
て
環
境
の
充
実
／
地
場
産

野
菜
の
活
用
／
人
員
計
画

有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）汚
染
の
対
策
を

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
、市
の
対
応

は
／
保
育
園
の
不
正
受
給

地
球
気
候
危
機
打
開
の
た
め
に

図
書
館
の
建
設
・
整
備
を

求
め
る

公
立
保
育
園
廃
園
問
題
で

乳
幼
児
の
意
見
表
明
の
把
握
を
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中小業者や個人事業主などに対し経営を支援することを目的に、燃料費の補助金を創設する
ことを求める陳情書 ○○○○○ ○○議○ ○○○○ ○○○ ○○○○○○○ 総 採　択

小金井市における縄文遺跡群の保護・保存・広報・観光化活動において近隣市とのさらなる
連携をはかり推進を求める陳情書 ○○○○○ ○○議○ ○○○○ ○○○ ○○○○○○○ 厚 採　択

沖縄「復帰」５０年・都及び都議会に対し、公正かつ民主的な手続きに則り、沖縄の基地負担
の軽減を呼びかける決議を求める陳情書 ××××× ○△議○ ○○○○ ○○○ ×××○×○○ 総 採　択

「幼保無償化」の対象外となった子どもたちへの国が定めた救済制度の速やかな実施を求める
陳情書 ○○○○○ ○○議○ ○○○○ ○○○ ○○○○○○○ 厚 採　択

すべての議員が市民代表としてその責務をバリアフリーな状態で果たせるべき環境を整える
ことを求める陳情書 ○○○○○ ○○議○ ○○○○ ○○○ ○○○○○○○ 議 採　択

新庁舎及び（仮称）新福祉会館における免震耐震複合設計の破棄を求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 庁 不採択
新庁舎「議場」の市民利用を可能にするため、具体的な対応を求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××△×× 議 不採択
新庁舎・（仮称）新福祉会館建設の大幅なコストダウンを求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 庁 不採択
新庁舎及び新福祉会館建設に係る浸水対策について万全を期することを求める陳情書 ××○○× ××議× ×○○○ ○○○ ××××××× 庁 不採択
（仮称）新福祉会館と新庁舎は同じ免震構造にすることを求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××○×× 庁 不採択
公立保育園を存続させ、今後のあり方の検討を求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ×××○×○○ 厚 不採択
浸水対策の設計責任を建築士法第 ２条の ２に照らして責任の存否確認を求める陳情書 ××××× ××議× ×○○○ ○○○ ××××××× 庁 不採択
市庁舎建造に関する問題の陳情書 ××××× ××議× ×××× ××× ××××××× 庁 不採択
公立保育園廃園案に関し、市民を交えたさらなる検討を求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ×××○×○○ 厚 不採択
財政援助団体の個人情報を含む情報公開において詳細な規定を設けることを求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ △△△ ××××××× 総 不採択
独裁国家からの軍事力行使を想定していない市長案現庁舎建設計画の破棄を求める陳情書 ××××× ××議× ×××× ××× ××××××× 庁 不採択
ロシアへの制裁に伴う不透明な社会経済の先行きに鑑み、保育行政を民間依存にしないこと
を求める陳情書 ××××× ××議× ×××○ ○○○ ××××××× 厚 不採択

保育園乱立の認識を持ちながら公立保育園廃止を画策することは特定業者への利益供与にあ
たらないのかの調査を求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ××× ××××××× 厚 不採択

現下における現設計による庁舎建設は小金井市気候非常事態宣言に違背していないか市長の
態度表明を求める陳情書 ××××× ××議× ×××× ○○○ ××××××× 庁 不採択

パブリックコメントで示された市民の意思を尊重することを求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ×××○×○○ 厚 不採択
児童・生徒の健康と学習する権利を守るため、学校施設のトイレに生理用品の設置を求める
陳情書 ××××× ×××× ○○○○ ○○○ ×××○○○○ 厚 不採択

（議長裁決）
ハト・カラスへのエサやり（給餌）による被害防止条例の制定を求める陳情書 ××××× ○○議○ ○○○○ ××× ××××○×× 建 不採択
小金井市介護保険条例に「介護発給義務」を明記する改正を求める陳情書 ××××× ××議× ×××× ××× ××××××× 厚 不採択
小金井市教育委員会による学校運営協議会の公募委員の人選に関して小金井市長に対し小金
井市議会の意見書を求める陳情書 ××××× ××議× ×××× ××× ××××××× 厚 不採択

子育て世帯への家具転倒防止器具等配布事業の策定を求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××○×× 厚 不採択
職員採用試験において受験者の人物評価を適正に行うことが困難である現下の状況の改善を
求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ××× ××××××× 総 不採択

市民説明会の議事録公開をもれなく行うことを求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ×××××○○ 総 不採択
審議会委員の選出において、いびつな男女共同参画理念の援用停止を求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××○○○ 厚 不採択
補助金交付団体の現役役員を審議会委員に登用しないことを求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 厚 不採択
公立保育園の廃園に向けた取り進めに反対し、市民・専門家を交えた協議を行うことを求め
る陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ×××○×○○ 厚 不採択

廃園条例の徹底審議を求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ×××○×○○ 厚 不採択
小金井市立保育園 ３園を廃園にする条例を上程することに関する陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ×××○×○× 厚 不採択

レジ袋として使用できるごみ袋の導入を求める陳情書 ××××× ×××× ○○○○ ○○○ ×××○○○○ 建 不採択
（議長裁決）

リユース事業の拡充を求める陳情書 ××××× ×××× ○○○○ ○○○ ×××○○○○ 建 不採択
（議長裁決）

議員に対して正しい情報を理解させるよう答弁することを求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 建 不採択
市が金員を拠出している団体からの審議会委員の登用を止めることを求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 厚 不採択
要件を欠いている推薦書による委員登用を無効にすることを求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 厚 不採択
議会の意思決定に対し、その扱いについての検討を漏れなく行い、その記録を残すことを求
める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ×××××○× 建 不採択

貫井北町の中間処理場の用途地域を第一種住居地域から準工業地域へ変更する事案に反対す
る陳情書 ××××× ××議× ×××× ××× ××××××× 建 不採択

マーケティング情報の収集を行う民間サイトを主体にしたリユース事業の見直しを求める陳
情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 建 不採択

一職員の恣意でリストアップされた可能性が高いスポーツ推進審議会団体枠委員の選考を適
正な方法でやり直すことを求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 厚 不採択

補助金交付を審議する委員会に補助金を受ける側の団体をあてる施策を画策した部局管理者
らの責任を問うべきとする陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 厚 不採択

リサイクル事業所の復活をお願いしますの陳情書 ××××× ×××× ○○○○ ○○○ ×××○○○○ 建 不採択
（議長裁決）

委託事業のあり方を審議する委員会から受託業者の排除を求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 厚 不採択
李下に冠を正すような政策はやめるように求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 厚 不採択
市長へのEメールの改善を求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 総 不採択
市有緑地の施錠管理を徹底することを求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ △△△ ×××○○○○ 建 不採択
市有地の管理に、より一層の注意を払うべしとする陳情書 ××××× ××議× ○○○○ △△△ ××××○○× 建 不採択
スポーツ推進審議会委員の改善を求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 厚 不採択

有機フッ素化合物（PFAS）への市民の不安を解消するための早急な対策を求める陳情書 ××××× ×××× ○○○○ ○○○ ×××○○○○ 建 不採択
（議長裁決）

欠格事由のある委員構成で審議会をするなど行政の健全性を損なうようなことはやめるよう
に求める陳情書 ××××× ××議× ○○○○ ○○○ ××××××× 厚 不採択

市議会の議員定数に関する陳情書の撤回 ○○○○○ ○○議○ ○○○○ ○○○ ○○○○○○○ 即 承　認

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党
　　　　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議　　ネ：生活者ネットワーク　　　緑：緑・つながる小金井

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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請願・陳情の審議結果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　議：議会運営委員会
　　　　　　庁：庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会

※可否同数の場合、議長が可否を決定します。
※紙面の都合により、陳情の要旨は省略しています。

市 議 会 だ よ り― 7 ― 令和 5年（2023年）5月24日発行（282号）

小金井市はGPN会員として
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この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。



次の定例会は令和5年5月31日（水）開会予定です。

自由民主党・信頼の小金井
白井市長の初めての施政方針について、提案に際
しての自身の思いや根幹となる考え方、第5次基本
構想と異なる部分の有無や実行する際、庁内にどう
落とし込んでいくかを質問した。さらに選挙公約と
の関係や、施政方針にあって使い分けている４つの
重視するキーワードと４つの重要課題との違いなど
を質問した。
市長　基本的に第５次基本構想・前期基本計画に
沿って令和５年度に力を入れる部分をピックアップ
している。この策定過程では庁内で苦労して作り上
げ、自分も議会で議論に参加しており、基本構想は
大枠として継承、特段異論はない。市政への思いの
根幹は「市政の主役は市民であり、市民と行政がお
互いの役割に基づき協力して、みんなでこのまちを
良くしていこう」ということ。庁内の共有化につい
ては、行政を担う中心的な役割の職員に直接私の言
葉で話をし、行政に反映をしていく。４つの重要課
題は、選挙公約での緊急性・重要性の高いものを特
出し、選挙の時に政策の体系として出した項目から
４つの重視するキーワードを出した。
具体的な項目について
ア.優先整備路線と都市計画について。東京都管理
の土地について小金井市が色々とものが言えるの
か、市が関与するみどりについて書くべき。また、
「都市構造を支え、円滑に移動できる道路網の整備
を進める」とあるが、都市とはどこを指すのか。
市長　市が管理するみどりも守っていく。都市と
は小金井市全体を指している。
イ.商工振興という項目がないのは何故か。市民の
生活を守るために買い物難民をなくすという視点も
持つべきではないか。
市長　大きな施策として重要視したいことの中に
含まれる。買い物の支援は考えていきたい。
ウ.武蔵小金井駅北口のまちづくりは北口の住民に
は待望の事業であり、市の税収増にもつながるの
で、積極的に取り組んでいただきたい。
市長　しっかりと責任を持って取り組んでいきた
い。

原稿は議員が作成しています

小金井市議会公明党
■市長は、違いを力に変えるまちを目指すとし、

多様性・ジェンダー平等を大切にするために、人権
を最も大事にすると言われている。SDGsを念頭に
「誰一人取り残さない持続可能で多様性と包摂性の
ある社会」を目指して欲しい。また、市長が言う重
要課題に対し、声を出さない多数の中にこそ本質が
あると知り、市民の幸せを追求して欲しい。
■次にコンプライアンスについて指摘をする。繰

り返される問題発生について具体的指示が期待され
る。最近のミスの中には条例や要綱が読み込めてい
ないことで起こるミスや、コミュニケーション不足
ということで大きな問題になってしまっているケー
スが見受けられる。新しい副市長とも協力して、様
々な問題に終止符を打つための方針を早急に出して
いただきたい。
■最後に、行政診断の中で、市は財政規律ガイド

ライン策定や目標値を立てて財政計画に反映すると
いう提案を受けている。よって今回、同ガイドライ
ンを策定するとの方針は重要。今後、新庁舎を建設
するに当たり財源を生み出す必要があり、量的改革
への更なる斬り込みや武蔵小金井駅北口再開発によ
る歳入増など、工夫していただきたい。

日本共産党小金井市議団
たゆ、水上、森戸の各市議は、新型コロナウイル

ス感染症対策や平和事業、都市計画道路問題などの
他に次の項目について市長に質問した。
１　市民生活を更に支援することを求める
「格差と貧困」が広がり賃金が上がらない、年金切
下げや高齢者医療費の負担増など国の政治により市
民生活はますます大変な現状で、更に物価高騰が追
い打ちをかけている。毎年の繰越金１０数億円を活用
し、市民生活を更に支援し「防波堤」の役割を果た
すことを求める。
市長　国や東京都の動向を見て、行き渡らないと

ころを支援していく
２　公立保育園廃園の撤回を求める
廃園条例を廃止する条例は否決されたが、廃園の

ための「保育業務見直し方針」を撤回すべきであ
る。議員の時に専決処分の違法性を厳しく指摘して
いた姿勢と大きく変わっている。廃園撤回の姿勢を
貫くことを求める。
市長　廃園方針の撤回・見直しは考えていない。

３　庁舎等建設について
思い切ったコストダウンや広い広場の設置、免震

構造で統一、万全な浸水対策など市民の声を反映し
た庁舎等の建設に、設計を見直し清掃関連施設撤去
後の建設を求める。
市長　現設計で早期建設を目指す。５月に財政計

画を示す。

小金井をおもしろくする会
水谷　①部活動の地域移行　施設の整備と地域で

支えてくださる方との意見交換を。②市の広報につ
いて　市報を読みやすくするにはどのように取り組
むのか。
市長　①部活動の場、機会を保障していくため

に、教育委員会と連携して取り組みたい。②市報に
ついては、他市事例等を調査中。広報以外の職員も
入り、検討する場や市民意見を聴く機会も必要。

みらいのこがねい
沖浦　市長選挙で他候補と一番大きな差があった

政策は何か。
市長　新庁舎・新福祉会館建設を早期に実現する

ことが大きなポイントだったと認識している。
沖浦　この問題を解決しろという市民の後押しを

絶対忘れてはいけない。早く次のフェーズに移り、
学校を始めとした公共施設の更新等により一層注力
すべきである。
村山　新庁舎建設を一刻も早く実現すべきと市長

が考える理由は。
市長　分散庁舎による無駄な時間と業務効率化、

第二庁舎賃借料の解消、防災や保健福祉の総合支援
拠点を早期に建設する必要がある。
村山　その他にも建築資材高騰も大きな問題だ

が、市長の認識は。
市長　建設資材は右肩上がりの状況からも早く着

工した方が良い。
岸田　早期建設理由は同じ。西岡前市長が示せな

かった財政的課題をクリアする白井市長の基準は何
か。
市長　具体的事業の洗い出しのところで細かい点

は打合せできていない。
岸田　平成30年９月に清掃関連施設の敷地内移設

を行わない等４点を求めた６会派１２名（自民党４
名、公明党４名、一人会派４名）に当時の白井議員
も含まれる。その６会派１２名の申入れを基に進めて
きた庁舎建設が令和３年１１月の再度の申入れにより
着工目前で止まり、その１年間の建築資材高騰の影
響は約７億円～１４億円と判明した。当時の白井議員
も賛同したその申入れは正しかったのか見解を問う。
市長　議員の立場で迷いながらも判断してきたと

しか言えない。
岸田　資材高騰や跡地活用等、建設が遅れるデメ

リットを最小限に留め、現設計で早期に建設すべき。

生活者ネットワーク
はけ（国分寺崖線）と野川の自然と文化は小金井

の宝であるとの認識で、都に２本の優先整備路線の
中止を求めるとしたことは高く評価する。生物多様
性に配慮したまちづくりを望む。
当市で開催する全国自治体シンポジウムで、子ど

もオンブズパーソンの周知啓発とともに、子どもの
権利条例をいかし、子どもの意見をまちづくりに反
映する施策の推進を期待する。

こがねい市民会議
白井市長の施政方針では、歴代市長の施政方針と

比べて具体的政策の記述が少し多いと言える。
しかし、小金井市の最重要課題である財政の健全

化、歳入構造の改革の論点が記述されていない。
小金井市政を樹木に例えると、立派な果実を得る

ためには、太い幹や根を作るための根本的な政策が
必要である。

緑・つながる小金井
緑豊かな生活環境として「野川公園・小金井公

園」と書いているようだが、武蔵野公園も書くべ
き。「多様性・ジェンダー平等を大切に、理解の促
進・推進」とあるが、差別の禁止や解消が必要だ。
気候危機対策は市長の熱意が感じられない。６月

定例会前に示される新庁舎等建設事業を再開するた
めの予算や財政見通しについて、説明責任を果たす
ことを求める。

子どもの権利を守る会
古畑俊男
白井市長は、はけと野川の自然を壊す都道事業化
の中止を公約に当選された。しかし、対象地域は、
南北交通の隘路となっている。また周辺の自然環境
は、公園や河川、下水道といった都市計画のくくり
で整備されてきた。はけと野川の自然とは、地域全
体の生態系のことであり、守るべき自然とは何を指
すのか、いま一度考えるべきである。
高木章成
市立保育園廃園問題について、公約どおり廃園方
針・廃園条例の撤回が明言されず極めて残念。西岡
前市政の予算編成を引き継ぐのではなく、白井新市
長の政策意思を反映すべく骨格予算とすべき。（超
短期間の市長選で示せなかったのなら）新たにマニ
フェストを作成してはどうか。
渡辺大三
庁舎等建設。白井市長は、前市長の「負の遺産」
である現設計を基本にするとしている。現設計は、
①十分な面積の「ひろば」がない、②庁舎部分にの
み免震構造を採用し、福祉会館部分には不採用、③
コストダウンのための工夫が不十分、④議会が年
40日程度しか使わない議場スペースの市民利用が
困難、などの見過ごせない欠陥があり、見直しが必
要だ。
片山かおる
廃園方針に基づく施政方針だが、廃園方針にある
施策は進んでいない。市長になって議員として発言
したときとは立場が違うのか。主張には整合性を持
った方がいい。子どもの権利条例の推進計画や権利
委員会がなく、子どもの権利に基づく市政ではない
から廃園方針が実行されている。市民を傷つけまく
る裁判で争い続けるのか。専決処分取消訴訟から手
を引くべきだ。

令和５年度施政方針に対する各会派の質疑・見解
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